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診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業について

(医療機関用説明・依頼書) 
 
【目的】 
 医療の質と安全性を高めていくためには、診療行為に関連した死亡について

解剖所見に基づいた正確な死因の究明と、診療内容に関する専門的な調査分析

に基づき、診療上の問題点と死亡との因果関係の評価と、再発防止のための方

策が専門的・学際的に検討され、広く改善が図られることが重要です。 
 このモデル事業は、厚生労働省の補助事業として関係学会の協力のもと、(社)
日本内科学会が実施するものであり、医療機関から診療行為に関連した死亡に

ついて調査依頼を受け付け、臨床医、法医及び病理医を動員した解剖と専門医

による臨床面の調査を実施し、死因究明及び再発防止策を総合的に検討するこ

ととしています。 
 また、このモデル事業は、患者のご遺族と医療機関に適正な死因究明及び医

療の評価結果を提供することで医療の透明性の確保を図るとともに、医療安全

の向上の一助とするものであり、関係者の法的責任の追及を目的とするもので

はありません。なお、この事業にご参加いただいても、これまで同様、医療機

関からご遺族への十分な説明と情報提供が行われる必要性については変わるも

のではないことを申し添えます。 
 
【事業の流れ】 
① 「調査依頼の取扱規定」の内容をご確認いただき、ご了承いただいた上、こ

のモデル事業に調査分析を依頼される場合は、患者様ご遺族にこのモデル事

業に関する説明を行った上で、書面による同意をとっていただきます（「個

人情報の取扱いについて」を含む）。 
② ご遺族の同意をとった上で、「調査依頼の取扱規定」の「調査申請書」に事

案の概要を記入し、あらかじめ電話連絡の上、ご遺族の同意書とともに調査

受付窓口へ FAX していただきます。 
「調査依頼の取扱規定」の「医療機関における対象事案に関する証拠保全と

初期の対応等」に基づき現状の保全等、必要な対応を行っていただきます。     
なお、複数の医療機関にわたって医療行為が行われており、それぞれ調査が  
必要な場合は、主たる依頼医療機関から関係する他の医療機関の依頼を取る  
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